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衣服と環境温度にかかわる快適性(第8報)英国人事務職員の快適着衣量一日本人でのそれとの比較一

大阪教育大　　○奥窪朝子　　　　山口大医・公衛　　酒井恒美

　目的　健康的着衣習慣を形成するftめの対策r資すことを目的として。日本人成人およぴ

学童を対象に.その着衣量の個人差に関するいくつかの知見をすでに報告してきた。本報で

は，日本人と着衣習慣が異なる英国人事務職員（EW）を対象k: .その着衣量Ｋ検討を加え，

日本人事務職員（JW）の着衣量に関して明らかにした既報の成績と比較した。

　方法　連合王国Guildford市内の銀行などに勤務する事務職員を対象とし. 1984年２月に調

査を実施した。集計の対象とし得た被検者数は207 名である。調査項目は，年齢，肥満度

（Rohrer index)，執務時の着衣量，着衣の快適因子に対する重視度，温冷感，事務室内気温な

どである。着衣量には，事務室内気温，年齢および肥満度を基準条件（20°C. 30歳，130)r

合わせた着衣量表示値（標準化着衣量:SDC）を適用した。

　結果　1)からだに不調の訴えがたく，温熱的に快適であっ■ft EWでのSDCは0. 71 cloで，

JWでのそれより有意に低かった。　　2）からだに不調の訴えがないEWとJWとでの温冷感を，

マッチングした着衣量の者で比較すると. EWの方が寒いと訴えた者の率が有意に低く，暑い

と訴えた者の率が有意に高かった。　　3）からだに不調の訴えが忿く. 温熱的に快適であっ

たEWでの着衣量（SDC）の個人差は. 95%信頼限界の上限と下限の差で0. 44 cloi/Cも及んだ。

　4)着衣の快適因子としての活動性に対するEWでの重視度は, JW のそれより有意貳高く，

温かさに対するEWでの重視度はjwのそれi り有意に低かった。着衣量を支配する個人要因

についての検討は次報K ゆずる。

　文献　本学会第35回年次大会研究発表要旨集. pl40. Pl41 （1983)･

５月５日(月)第11会場　午後1 :00～3 :45
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　［目的］

　成人女嵯t対象,-7アンア’－ション（フうジャー，かーり／，ホずイス一八）の効用な
と･に関tる詰t嶽左鯛査レ，年齢剔，体絡剔,膚胴･ 非着用忠則に分片;左行う。

　［方法］

　調を対象：山口，広島. 岡J^^I
■■1k問紙,り石雇頼調査。肩効回雅辛こ跨％，調査内容;年齢，珍体寸誠，ファン7"ーシ
ｉツの^用収況, すイχ･り他,）邁択方法,備用,りる効果・乍害l一関ずる意識なら

銘集･･処理念俄:年齢，体格則なと･のクロス集計のおヽ軟量り里諦第^極りる分片。
　［結果］

　1. T･ラジャーの常用着,t葱年奢>-^f< , が一ド･レ・常胴湘i*中高年^ 。方バ影ヽ・

2.が’一ﾄ"Iレ，ポ'f"A X ―ツ。如明I-対する意繊はアラジャ― i:iゆ|傾向r-ある。3.
^沁，t撮心ち勧き易影事婿的仕争の能辛，運動時･り効果, 耳迦愈，着用感，肌さ廓

'), 凛熱修など･にっ‥Xlt ，年鹸剛，体水細に羞μ詔められる。亀共学・女子学生む

ぞ｝娃大生とμﾋ軟する（共学生の方に着用看球やヤタく，サイかり選択はきーフリ，逢

択理由,i^対債や羞ibヽt^f奮坑，匡迫左より強く原じ･るが殖追感左峡いとすＬ

5数量化理綸草I瀕によ^分斡結果■z゛a相聞t= 0,町, 的中1軸心r嗚ｙた，熹爾・頌
i り転･年遭xヽよび亭脚悟±事の妓申, 圧迫感，－岬感，μ随,^t^繊μファンデーーシ

ョン･り着明淆fc^鴎明渚・判副(．適レてぃた。


